

















































































































































































































































































































































































































蕪村の 「曲jおよびその他の旬、 『夜半楽j送付案内状、資料 1の引用は f蕪村全集j尾形的ほか







座長のロパート・キャンベル氏は、 ①もともとレーゼ・ドラマ （読むためだけの脚本） なのか、映
画制作を想定していたのか、 ＠無声映画で字幕が発句だけというのは、絵画とその賛というようなも
のをイメージしていたのではないか、と尋ね、発表者は、①制作を想定して書いたと思われる、佐藤
は映画に強い関心があり、小説にも映画的手法を取り入れている、 （おその通りで、南画を想像してそ
れをつなげていくという方法で映画にしていったのではないかと思う、南画は、遠近法で描く西洋近
代美術と異なり、視点の移動によって描く方法を持っており、映画に近い位置にある、これが、 「図
譜」が 「曲」をシナリオにした時に南画を参考にした理由だろう、大正末期、ヨーロ ッパの立体派以
降の前衛美術運動に対する反動として、作者の人格表象、 「主客合一」 状態を重視する南画を再評価
する状況が生まれた、 「国譜」の発表はこうした南画の再評価にも関連していると考えられる、と答
えた。
-184-
